
（様式１） 

                                                   
1 Afghanistan National Education for All (EFA) Review Report, 2015. 
http://moe.gov.af/Content/files/FINAL-EFA%202015%20Review%20Afghanistan-June%202015%20(1).pdf 
2  MoE.(2016).EMIS- Infrastructure 1395.  http://moe.gov.af/en/page/1831/3031 
3 MoE.(2016). EMIS-General Education By Shift 1395.  http://moe.gov.af/en/page/1831/3031 
4 World Bank and DFID. (2014). Afghanistan Public Expenditure Review 2010, Education Sector, World 
Bank and DFID 
5 European Journal of Scientific Research（2012）  
6 MoE.(2016). National Education Strategic Plan (2017 – 2021)  
7 同上 

２．事業の目的と概要 

（１）上位目標 カブール市およびナンガハル県の児童の学習環境の改善 

（２）事業の必

要性（背景） 

 

(ア) 事業実施国における一般的な開発ニーズ 

アフガニスタンの教育は、未だ就学年齢児童の 46%にあたる 370 万人の子どもが

不就学である1。不就学の要因として、教育省は、治安の悪さ、貧困に起因する児

童労働、学校が遠いこと、教育の質の悪さをあげている。 

学校の質、すなわち教育環境の課題としては以下の 3点があげられている。 

第一は、校舎や教育施設の不足である。全国に 2016 年の時点で 15,709 校の一

般校があるが、校舎があるのは 56%の 8,912 校にすぎない2。校舎がある学校にお

いても教室が不足しているため、多くの学校が 2部制を採用している3。教育省は、

教室不足以外の学校施設の課題として、トイレ、飲み水施設、外壁の不足をあげ

ている。 

 第二の課題である教員については 20 万人が不足している。（アフガン全体の 364

郡のうち 80 郡に女性教員はいない。4）教員のうち、58%は無資格教員であり5、教

員の現職研修が必要とされている。 

 第三の課題である教材と教授法については、教科書は 6人に 1人の児童が有し

ているものの、教科書以外の教材が不足している6。図書室を有する学校は 1割に

過ぎず、図書室があっても、辞書や参考書が主な蔵書であり、小学生向けの図書

や絵本はほとんどない。教育省は 2021 年までに一般教育校全体の 36％に図書室を

設置する計画を持っている。7 

 教育の質が不十分であったり、学校に通えない子どもたちがいる中で、児童サ

ービスを行っている図書館や児童館や学童保育施設のような子どもの学校外教育

施設は皆無に近く、そういった子どもたちの受け皿や放課後や学校に行く前に子

どもが文化的な活動を行ったり、有意義に余暇を過ごしたり、のびのびと遊ぶこ

とができる施設が不足している。これを踏まえて、校舎建設活動、図書室改善活

動、子どもの学校外教育活動を実施する。 

(イ) 持続可能な開発目標(SDGs)」との関連性 

以下に詳細を示した本事業は SDG4（教育目標）に該当し、ターゲット 4.1 の初等

教育の普遍化および質の改善、4.5 の女子、脆弱層に対する教育格差の改善、4.7

の ESD、多様性についての教育、防災教育の推進に寄与する。 

(ウ) 外務省の国別開発協力方針との関連性 
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アフガニスタン国別援助方針の重点分野には、「同国の経済成長を支える人づく

り支援を継続するため、教育や保健分野も重視する」との記述があり、本事業は

我が国の同国に対する援助方針に合致している。 

(オ)本事業地、事業内容に至った理由 

校舎建設活動については、カブール市の 457 校のうち 106 校で教室が不足し、

少なくとも 15 万人の児童は野外での学習を強いられている8。 

図書室改善活動の対象地域については、政府は教育５か年戦略の中で、毎年３

００校の学校図書室の設置を計画しているが、9中学生・高校生向けの図書が中心

で、初等教育低学年向けの図書が圧倒的に不足し、教員は児童の読書習慣を育む

ための技能や知識を有していない。 

子どもの学校外教育活動の対象地域であるジャララバード市には、少なくとも

3,000 人の不就学児童10がおり、子どもが有意義に余暇を過ごすことができる学校

外の教育施設はない。以上のことから、不就学児童に学習機会を与える必要性及

び、子どもに読書や文化活動を行う機会を提供する必要性がある。 

（３）事業内容 

 

（ア) 校舎建設活動 

教室不足の解消を目的に校舎建設を実施する。対象校は、カブール市ゾーン 11

にある Sharake Tala 小学校である。同校は 2012 年に設立されたが、校舎が全く

無く、トイレもない。同校は女子校で、小等部から高等部までの計80クラスの3,248

名（うち小等部児童が 46 クラス 1,906 名）は全員、カブール市教育局が借りた借

家で勉強している。3部制を採用しており午前 6時半から 10 時半までを小等部 1

年生から 3年生の 24 クラス、午前 10 時半から午後 1時半までを中等部・高等部

の 34 クラス、その後 16時までを小等部 4年生から 6年生までの 22 クラスが学習

している。教員は 101 名でうち女性教員が 80 名である。 

建設仕様は、RC構造（鉄筋コンクリート）で、教育省建設局の学校建設設計基

準に従った 1階建て 8教室ならびに 4室（教員室、図書室）の校舎および水洗ト

イレ 5室 1棟（うち 1室は障害児用）を建設する。トイレも教育省建設局が指定

している設計図に沿った仕様とする。校舎建設後、各教室に教員用机と椅子、児

童用机と椅子、教材補完用の戸棚を供与、設置する。また校長・教員室に机・椅

子を供与する。8教室の建設によって、現在の 16 クラスの 656 名の児童が全て安

全で快適な教室で学習できるようになる。 

対象校の選定理由は、①カブール市教育局の支援要請があったこと、②教室が

不足していること、③安全が確保されていること、④住民組織（シューラ）の参

加・協力が得られること、⑤貧困層の居住地域であること、である。一部の専門

的な作業を除いて建設業者は使わず、当会が資材・労働力を直接調達し、建設現

場にサイトエンジニアを配置し、住民の参加・協力のもと建設を行う。 

校舎建設後、2018 年 12 月に図書室を設置し、図書を供与するが、教員および図

書館員研修は、翌年に実施する予定である。全教員を対象とする校舎およびトイ

レの維持管理ワークショップは、2018 年 4 月上旬に実施する。その後、教員が全
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児童に対して校舎およびトイレの適切な使用法についての授業を行う。このワー

クショップは自己資金で実施する。 

また 2019 年 5 月に防災教育についての教員研修を自己資金で実施する。この研

修は、①防災教育の授業の実践についての研修（現行の JPF 事業で開発する防災

をテーマとする紙芝居 2タイトルと本事業で開発する紙芝居 1タイトルを活用）

と、②学校防災計画（教員の役割分担と避難計画）の立案で構成する。この教員

研修の後、教員が全ての小学生クラスを対象に防災教育の授業を行う。また避難

訓練を実施し、当会はこれらのモニタリングを行う。 

(イ) 図書室改善活動 

児童の読書環境を整備し、読書を推進することが本活動の目的である。本活動

は、①図書室の整備・図書の供与、②図書活動についての教員研修、③移動図書

館活動・モニタリング、④防災紙芝居の発行と配布、で構成される。2003 年にア

フガニスタンで教育支援事業を開始して以来、当会は、図書室を整備して図書を

供与し、図書室が有効に活用されるための教員および図書館員の研修、モニタリ

ングによる指導、助言を行っており、このプロセスに 1校当たり 3年間をかけて

いる。本事業は、ナンガハル県の 16 校、カブール市の 9校の計 25 校の小学校を

対象とし、受益者は 25,242 名の児童、1,038 名の教員である。対象校別の支援活

動については、図書館改善活動対象校リストを参照。 

① 学校図書室の設置 

対象校 25校のうち、14校を対象に図書室用備品（本棚、机、椅子）と図書を供

与し、学校図書室を設置する（他の 11 校は 2017 年に設置済）。図書は、当会が現

地発行してきた絵本および紙芝居、他の団体が発行したユース向けの本、日本で

発行された質の高い絵本に日本の市民の協力によって現地の公用語の訳文を貼っ

た本をアフガンに輸送した図書の計 650 冊を 1校あたりに供与する。「学校図書室

設置のために供与する図書と備品のリスト」を参照。 

② 図書活動についての教員研修 

読書推進を目的とする「一般教員研修」を 18 校を対象に、「図書室担当教員研

修」を 24校を対象に実施する。講師は、両研修ともトレーナー研修を受けた教育

局の職員及び当会職員が務める。「一般教員研修」は、授業を通じた図書室の有効

な活用法についての知識と技能を向上させることを目的とし、各校から 30～35 名

の教員を対象に 4日間実施する。「図書室担当教員研修」は、参加者が図書室の運

営・サービス（貸出、補修等）の方法について習得することを目的とし、3日間行

う。この研修には「一般教員研修」に参加した教員のうち、1校あたり校長、副校

長、図書室担当教員ら計 4名が参加する。 

③ モニタリングおよび移動図書館活動  

移動図書館活動は、1クラスから 3クラスの児童約 50 名から 100 名を対象に、

30 分程度、読み聞かせを行い、読書への動機付けを高めるもので、図書室を設置

後、長期休みを除いて原則として 1カ月に 1度行う。移動図書館活動はモニタリ

ングも兼ね、モニタリングシートに沿って、児童および教員による図書貸出数に

ついてのデータ収集を行う。移動図書館活動には、カウンターパートであるナン

ガハル県教育局の指導主事が同行し、授業での図書の有効な活用法について教員

に随時指導、助言を行う。女子校は女性の指導主事が担当し、男子校は男性の指

導主事が担当する。 

④ 防災についての紙芝居の発行と配布 
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防災教育のための紙芝居を 1タイトル、ダリ語版、パシュトゥン語版各 200 部、

計 400 部発行し、学校図書室支援対象校と過去に当会が学校図書室設立を支援し

てきた学校の計 152 校に配布する。 

(ウ)子どもの学校外教育活動 

子どもの学校外教育活動は、ジャララバード市内の児童に対して、学校外での

教育機会を提供することを目的とし、①図書活動と文化活動の実施、②特別行事

の実施、③学校に行けなかった子どものための特別教室で構成する。これらの活

動は、当会ジャララバード事務所の１階部分を活用して運営する「子ども図書館」

において実施する。図書館は祝祭日を除く週 5日、午前のみひと月当たり約 20 日

間開館する。利用者数は一日当たり 120 名、年間で延べ 28,800 名（120 名×20 日

×12 か月）を見込んでいる。120 名の 1日あたりの利用児童のうち約 60 人は学校

に通えない子どもたちである。 

図書活動と文化活動とは、図書の閲覧、貸し出し、読み聞かせなどの図書活動、

絵画教室、工作教室、縫製教室、タラナ（アフガニスタンの詩）の朗詠教室等で

ある。図書館には 3,265 冊の常設図書があり、子どもたちは自由に本を読むこと

ができる。 

特別行事の実施により、子どものコミュニケーションスキル、意見表明スキル

の向上をはかる。母の日など年に 2回の行事には母親を招く。これは子どもの成

長を母親が確認し、子ども図書館の活動について母親から意見をもらうことを目

的とするが、母親同士が交流できるという意義もある。また年に 2回の防災教育

（避難訓練、防災紙芝居）を特別行事に取り入れる。 

特別教室は、貧困あるいは児童労働のため小学校に入学できなかった 8歳から 12

歳の子ども 35 名を対象にし、小学校 1学年のカリキュラムを 9ヶ月間実施する。

プログラム修了後、公立小学校の 2学年に編入できるよう親や教育局に働きかけ

る。本活動が正規カリキュラムに沿ったものであり、公立学校と同じ教科書を用

いており、必要な年間授業時間数を満たしていることがナンガハル県教育局から

認証されている。 

 

案件概要（英文） 

In Afghanistan, 3.7 million children, which are 46% of school-age children 

cannot attend school because of certain situations such as security problems, 

child labor caused by poverty, and a long distance to a school.  

Recognized challenges in education field are (1) a shortage of 

infrastructure; classrooms, toilet and sanitation force students and 

teachers to study outside, (2) lack of educated and trained teachers cannot 

ensure quality of education and (3) there are less appropriate materials for 

students’ learning. In addition to those problems, there is nowhere for 

out-of-school children to get education. 

Given, we will implement school construction, library improvement, and 

non-formal education activities in order to develop education in this 

country. 

 Regarding school construction Sharake Tala school, Kabul city was targeted. 

It has 3,248 students including 1,906 elementary students, all are taught 

at lent house. We construct 8 classrooms +2 rooms building and 5 toilets with 
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RC structure which is following specification given by ministry of education. 

It will be used by 656 students, 16 classes a day. 

 As for library improvement we arrange an environment and promote 

children’s reading. It includes 3 activities as following; organizing 

library at schools and distributing books, delivering trainings about reading 

activity to librarians and teachers, monitoring through mobile library 

activity, and publishing and distributing paper theaters themed disasters 

prevention. Beneficiaries of this activity will be 34,215 which are Students 

and teachers at chosen 24 schools in Kabul city and Nangahar province. 

Non-formal education activities are implemented at Children Library in 

Jalalabad. There, participants can get reading and cultural activities, 

special events aim of which is promoting communication between children and 

parents, and special class opened for out of school students.  

Those activities mentioned above correspond with Goal 4 of SDGs, and 

particularly contribute to achieve target 4.1, 4.5 and 4.7. 

裨益人口  

(ア)校舎建設活動 直接 656 人(41 人 16 クラス) 

間接 3,349 人（全校生徒教員） 

(イ)図書室改善活動 直接 26,280 人 （対象校の児童と教員） 

間接 158,000 人 （出版図書配布対象校児童等） 

(ウ)子どもの学校外教育活動 直接 28,800 人(利用児童 120 人*20 日*12 か月) 

              間接 20,000 人（コミュニティメンバー等） 

（４）持続発展

性 

(ア)校舎建設活動については、建設する校舎、供与する備品はカブール市教育局

に譲渡、登録され、維持管理は学校と市教育局が責任を負う。この旨を記載した

登録証を市教育局は発行するほか、施設の維持管理研修を教員を対象に行う。 

(イ)図書室改善活動については、これまでの働きかけから、図書室を設置した後

は、学校は図書室担当教員を手当付きで配置することは教育省によって制度化さ

れていることから、人材面の持続性は保障されている。したがって、支援対象校

における図書室の維持管理、児童サービスは継続して行われることが見込まれる。

しかしながら、教育局や省内において持続していくようなシステムを構築するた

めには、TOT 研修や制度整備が必要となっている。対象校以外において児童図書を

配架した学校図書室の設置を全国の県に普及し、スケール・アップを図るために、

教育省に対するアドボカシー、働きかけを行っていくほか、今後の TOT 研修や制

度整備に向けて教育省・局向けに運営部分も含めたガイドラインやマニュアルの

開発、整備を進めていく。 

（ウ)子どもの学校外教育活動については、ナンガハル県情報文化局が運営する公

共図書館において、図書・文化活動といった子どもの学校外教育活動が取り入れ

られることが期待される。不就学児童のための特別教室については、プログラム

を修了した児童は公立小学校に編入できるよう親や教育局に働きかける。また、

政情・治安不安が解消された際には、管轄省庁に移管できるようガイドライン、

マニュアル整備、研修プログラムの開発を行っていく。 

 （５）期待され

る成果と成果

を測る指標 

活動と 

指標の確認方法 

事業前の数値 事業後の目標値 

（ア） 校舎建設活動 教室不足のため、46 16 クラス、656 名の児童が安全で
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（ページ番号標記の上、ここでページを区切ってください）  

2018 年 3月下旬の新

学期開始以降、学校長

からデータを入手。 

クラス、1,906 名の児

童が教室外（民家）で

の学習を強いられて

いる。 

快適な教室で学習できている。 

（イ）学校図書室改善

活動 

原則ひと月に 1度行

うモニタリングによ

ってデータを収集。 

対象 24 校で子どもの

読書習慣が普及して

いない。 

対象24校において、1校あたり300

冊/月以上の図書が児童に貸し出

されている。 

（ウ）子どもの学校外

教育活動 

「子ども図書館」の活

動実績データおよび

活動記録。 

子どもが図書・文化活

動などの学校外教育

に参加する機会が限

られている。不就学児

童が 3,000 名以上い

る。 

①1 日当たり 120 人の児童が学校

外教育活動に参加している、②不

就学児童 35 名が教育の機会を得

ている。 

 


